






































看護師長 1 名，がん看護専門看護師 1 名で 1 回 ╱週のカン
ファレンスを実施した．時間は，患者予約が少ない曜日の




























後の 30 分～1 時間程度とした．その都度，勉強会に関す
る理解度をアンケート調査し，集計した．アンケート調査
は，個人が特定できないよう無記名とし，倫理的に配慮し
た．【結　果】 参加人数は，平均 7 人であった．アンケー
ト結果は，「内容の理解度」は平均 8.6 点，「今後役立つかど












































































例紹介】 A 氏（70 歳代男性）は，がん治療が困難と説明
され，生の有限性を意識し強い孤独感を訴えスピリチュア
ルペインを抱いている状態であった．せん妄の影響で夜間





















A 氏は 60 歳代で肺がんに対し手術と術後補助療法を施行
した．翌年，腸閉塞のため緊急入院となった．A 氏は，「最
後は安らかに死にたい．早く終わりにしてくれよ」と家族
に訴える一方で，医療者には「（鎮静すると）家族と話せな
くなるのは困るよ」と訴えた．病状や呼吸困難感の増悪に
よりせん妄も出現し，持続的鎮静の導入が検討された．看
護師は A 氏が自己決定の困難な状態のため，家族が治療
